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小児の上肢疾患について

乳幼児の喘鳴は解剖学的, 生理学的特徴からしばしば観察され , 鑑別疾患は多岐に
わたる。乳幼児の反復性喘鳴の中で, 実際に乳幼児喘息と診断される児は多くないが,
適切な診断や管理が行われず, 不必要な治療を受けたり見逃されたりするケースがある。
今回は,乳幼児喘息の月齢5の患者を例に,乳幼児喘息の診断方法や吸入療法のポイント
を提示する。

乳幼児の吸入療法

本講演においては、多指症、合指症、ばね指、先天性握り母指、肘内障などの小児の上肢
疾患に関し当院を受診された症例の提示を行い、発症メカニズム、臨床症状、治療方針に
ついて解説する。小児の上肢疾患は機能面や整容面での影響が大きく、見た目にわかり
やすい場合も多いため保護者の心配も強い。本講演ではさらに、当院での各疾患における
治療方法の具体的な内容、治療後の経過についても報告する。

※注 「日本医師会生涯教育制度の単位」が必要な先生は
6月17日もしくは18日の視聴が必須です。

【テーマ】リフレッシュコース

★こちらから動画をご覧いただけます。
視聴後は出席登録をお願いします。

https://childhp.fcho.jp/formedicalperson/conference/lastconference
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